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先日、東京都美術館開館 100 周年記念企画「スウェーデン絵画展」に行って来ました。スウェ

ーデン国立美術館所蔵の 19 世紀後半から 20 世紀初頭にかけての 80 点ほどの作品の展示でし

た。「北欧の光、日常のかがやき」がテーマです。制作年から明治維新の頃と時代が重なると感

じ、また、画家たちの多くがフランスで学んだとのことですから、印象派の影響を受けていると

思えますし、スウェーデン人の質実剛健さが写実主義になっていると感じました。スウェーデン

人画家の名前をこれまで、残念ながら聞いたことがなく、初めて知った画家たちでした。印象に

残った作品を並べて、私の感想を短く記し、私の備忘録としました。 

   
草原の妖精たち（1850） カード・ゲームの支度（1901） 夜の訪れ（1904） 

ニルス・ブロメール カール・ラーション ニルス・クルーゲル 

大自然と神話の世界が溶け合う 家庭生活の豊かさと温かさが密に 野性的、牧歌的、愛情が溢れる 

 

   
ワンダーランド（1894） 川辺の冬の夕暮れ（1907） 故郷の調べ（1920） 

アウグスト・ストリンドバリ グスタヴ・フィエースタード アンデシュ・ソーン 

輝く空と深い森の木々が印象的 冬の寒さと冷たさが身近に 民族衣装の情熱的な女性像 

  

スウェーデンという言葉で思い出すのは、少女時代に習ったスウェーデン刺繍です。津軽のこぎ

ん刺しに似ていて、スウェーデンは寒い場所なのだろうと思ったものでした。また、スウェーデ

ンと言えばノーベル賞。ノーベル賞といえば、日本学術会議の会長をされていた朝永振一郎先生

です。学術会議事務局で働いていた私には眩いけれども優しい上司でした。ノーベル文学賞を受

賞したスウェーデン人作家セルマ・ラーゲルレーブのことが大好きな青年がいます。彼に感化さ

れて、雁に乗った悪戯っ子のニルスがスウェーデンの上空を飛ぶ「ニルスの不思議な旅」を読み

ました。スウェーデンの歴史と風土、伝統などを子どもに伝える物語で、非常に興味深いもので

した。かつて息子がスウェーデン車ボルボの中古車に乗っていました。引っ越して駐車場がなく

なり、リッター車に乗っていた私にボルボが回ってきました。ボルボの乗り心地は完璧な安定感

という感じでした。また、横浜大桟橋の近くにスカンディヤという北欧料理店があります。そこ

でクラス会を開き、全員お料理に舌鼓を打ったものでした。そこで食べたビーフストロガノフの

ことを思い出して、スウェーデン絵画に思いを馳せながら、夕食に作ってみました。 

スウェーデン絵画展に行く 

 


